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高島中学校～主体性～ 
1 学期、学校は大きな変化を遂げています。 

7 月 1 日（月） ７、８年生の生徒による司会進行で、「高中広場２０２４」を行いました。各

クラスから選出された６名の生徒が「私の思い」を立派に発表しました。 

他の生徒の作文も読ませてもらいましたが、豊かな経験や探求から 

書いていて、子どもたちの社会に対する見方や考え方が豊かになり、 

それを表現する力が確実に育っていると感じました。 

授業での自分の考えを言い合う学習の積み重ねと、家庭での対話や 

地域での会話をもってもらっていることが、子どもたちの考え、表現 

する意欲を育んでいると確信しました。 
 

「トイレ掃除に参加する人は申し出てください。」 
環境委員会からの呼びかけです。このような生徒会の取り組みは初めて

です。呼びかけにより集まった１７人の生徒が、放課後に校舎内のトイレ

掃除をしました。とても使いやすくなりました。                                    

その後、9年生が教室を掃除していました。 

役に立とうとする気持ちを感じます。 

生徒たちは学校に変化をもたらせています。   

 

 

 

 

 

１学期が終了です。生徒の著しい成長を感じます。 

１学期間で朝読書は、ほぼパーフェクトの状況に近づきました。 

１日の始まりである朝読書は学校生活を写し出します。学校全体がとても 

落ち着いて、生徒は意欲的に学習に向かっています。 

また、写真のように掃除に取り組む姿にもいつも感動します。 

大溝祭りや総門開講式で活躍する生徒も多く、大溝城址の清掃にも 

２０名を超す生徒がボランティアに応募をしました。地域貢献活動 

に参加しようとする生徒が多くなりました。伝えきれないほどの 

高島中学生の姿です。来週は、いよいよ 9年生は部活動の集大成となる夏季大会にのぞみます。 

今までにつけた力を十分に発揮してきてほしいと思います。 

１学期の保護者や地域の皆さんのご協力ご理解に感謝しています。夏休みとなりますが、引き 

続きご支援のほど、どうぞよろしくお願いします。 
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８年目のコミュニティ・スクール 」 

泣いてはいられません！ファーム・ラボ！！ 
ファーム・ラボ、様々な野菜が収穫間近となるまで育ってきました。 

今年は、頑丈で、かなり強固なサル対策をしてきましたが、昨年と同様 

やられてしまいました。大事に育ててきたので、残念でなりません。 

しかし、悔しがっていられません。愛情をさらに注ぎ、きゅうりが元気を 

取り戻し、収穫できるまでになりました。ミニトマトも実をつけて 

います。新たに人参の種も蒔きました。 

 

連休明け、フェンス周りがとても美しくなっていました。草刈りをしてくださった 

のです。ありがたいことです。いつもながら、学校は地域のぬくもりをたくさん 

いただいています。ほんとうにありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 
 

 

 

 

 

 

 
 

「”コミュ”力」  ～8年職場体験から～  

 よく聞く言葉「“コミュ”力」。学園運営協議会で

の、8年生職場体験座談会に何度も聞きました。 

生徒たちは、仕事をすることの大変さを感じなが

ら、その意義を学んできたと伝えました。そして、

座談会では、仕事をするにあたって必要なことは、

「”コミュ”力」だと話しています。よく聞くと、接

客時に、困った時も笑顔で対応しなければならない

ことがあったようです。言葉を交わすだけはなく、

人とのかかわり全てがコミュニケーションだと言う

のです。 

職場体験後に、生活態度が変わった生徒がいま

す。敬語で、丁寧な言葉遣いをする生徒や、出会っ

て朗らかに会釈をする生徒が増えました。かっこい

い姿です。 

最後に感動させられた話です。次のように話した

生徒がいます。「仕事は楽しくできるのがいい。つ

らいと思うことも、楽しいと思ってやると、いい仕

事ができます。」と。 

 

大人も学ば 

せてもらいま 

した。 

進路は自分で 
7 月 11 日、４校の高校の先生方から、

それぞれの特色を聞かせていただきまし

た。生徒はしっかりとした態度で話を聞

いていました。 

進路主任が、「進路は自分で選択してく

ださい」と話しましたが、子どもたちに

とって、人生における初めての大きな選

択です。「夢を抱くのは早いのがよいか、

それとも、時間をかけてじっくり考える

のがよいか。」と聞かれることがあります

が、それぞれだと思われます。この頃

「小学生から夢を追いかけてきた」とい

う注目のスポーツ選手や棋士などが多く

いることから考えると早いのがいいので

しょうか。どうでしょう。 

 以前に、「将来は発展途上国で子どもの

支援をしたい」と話した中学生がいまし

た。その生徒は、夢の実現のために進路

を自分で選択し、合格するために大変な

努力をしました。今、その高校で楽しく

学んでいます。 

 9 年生は、本格的に進路に向かう時が

来ました。ご家庭で夏休みにゆっくりと

話す時間をとってやってください。 


